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⾒見見学してみませんか？

こじんまりした研究室です(博士2/修士2/卒研1)。ラボメンバーやゼブラフィッシュに会いたい人はいつでも気楽に連絡をください。	 

分⼦子発⽣生⽣生物学とは？

個体発生にまつわる生命現象を、遺伝子レベルで理解する学問。主な対象は動物です。本研究室では、個体発生を胚発生にと

どまらず、生まれた時の初期発生から老化して死ぬ過程までの、広い時間軸で考えています。	 

【残された謎は？】	 1990年代から本格化した分子発生生物学は、発生の謎の多くを解き明かしました。特に「体作り」のプロ
グラムに関しては、モデル動物の開発やゲノム情報の進展により、体軸形成・分化誘導を中心に、大枠は分かりました。残さ

れた謎は何か？	 一つは1種類の細胞から200種以上の細胞が生み出されるメカニズムです。エピジェネティクス制御が重要と思

われますが、具体的にはよくわからない。がん疾患とも関連する。もう一つは、形ではなく中身の発生。より成体に近く、臓

器機能の発生や脳の発達、老化も含まれます。健康と直結するので、医学的には初期発生より重要とも言えます。	 
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【造⾎血のしくみ、内臓形成のしくみ】造血幹細胞がどうやってできる
か、さまざまな血球がどうやって選ばれるか、肝臓や膵臓がどうやっ

てできるか、そのメカニズムの解明を試みています。注目は、細胞運

命決定における、エピジェネティクス因子の機能と制御です。	 

【ストレスに応答して防御するしくみとその利利⽤用】   酸化ストレスなど
のストレスに応答して体を守るしくみの解明を試みています。多種多

様なストレスに、私たちの体がどう応答して、どう守るかを知りたい。

がん化や老化の予防や治療につながる発見を狙っています。	 

現在の研究テーマ

【健康寿命とアンチエージングのしくみ】   高齢化社会になり、健康寿
命の重要性が注目されています。どういう生活環境が健康寿命を延ば

すのか。私たちは、健康寿命を延ばす可能性にあるNrf2システム（でも

がん化促進にも関係）というアンチエージングのしくみを、機能性食品

や生活習慣病との関わりも含めて、研究しています。	 

【サイエンスビジュアル学】   科学研究の内容を、他分野研究者や一般
人にわかりやすく魅力的に伝えるための、ビジュアルやプレゼンの研

究や活動を芸術の田中先生、医学の三輪先生たちと行っています。	 

【ゼブラフィッシュの活⽤用】疾患モデルの筆頭はマウスですが、胚・幼魚が透明で薬剤処理が簡便なゼブラフィッ
シュは、イメージングとケミカルバイオロジーにおいてマウスを補完する存在です。突然変異系統やトランスジェ

ニック系統、ゲノム編集法によるノックアウト系統もでき、遺伝子機能や発現の個体レベルでの解析に最適です。	 

解析の特徴
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